
開催形式／対面のみで行います。但し、やむをえない事情により中止する場合があります。その際は公開講座ホームページにてお知らせします。
受講資格・受講料／どなたでも無料でご参加いただけます。
申込方法／郵便はがき、ファックス、Eメール、公開講座HPのGoogleフォームのいずれかにより、以下の情報についてお知らせください。
　　　　　残席がある場合、当日参加も可能です。
　　　　　・連絡先（郵便番号、住所、 氏名（ふりがな）、電話番号、E-mail アドレス）
申 込 先／〒606-8501　京都市左京区吉田二本松町 京都大学大学院人間・環境学研究科 総務掛 宛
　　　　　Fax: 075-753-2957
　　　　　E-mail: 110openlecture@mail2.adm.kyoto-u.ac.jp（件名に「公開講座申込」とご記入ください。）
申込締切／令和 8年 7月31日（金）（定員 130名となり次第締め切ります）

公開講座ホームページ：https://www.h.kyoto-u.ac.jp/academic/event/open_course/

主催者挨拶 13：30 -13：40

人間・環境学研究科 副研究科長　永田 素彦
セッション1  13：40 -15：05
【講演1】（13 :40-14 :20）

「絵画の奥深く ── 遠近法の痕跡をめぐって」
講演者 人間・環境学研究科 准教授　田口 かおり

【講演2】（14 :25-15 :05）

「イマジナリーキューブ
── 影が教える立体のふしぎ」

講演者 人間・環境学研究科 教　授　立木 秀樹
セッション2  15：20 -15：50
コメンテーター

 人間・環境学研究科 教　授 吉田 鉄平
 人間・環境学研究科 准教授 中筋 朋
 人間・環境学研究科 准教授 デ・アントーニ アンドレア

セッション3  16：00 -16：30
【パネルディスカッションと質疑応答】

2026年
8月6日 （木）
13:30―16:30

（開場 13:00）

令和8年
8月6日 （木）
13:30―16:30

遠近法的思考の
先にあるもの
世界をつくりだす技法 ── 遠近法とフラクタル
私たちは、何を見て「奥行き」や「かたち」を感じているのでしょうか。
絵画の深部に残された遠近法の痕跡、そして影によって姿を変える不思議な立体。
二つの講演を通して、平面と立体、芸術と数学を横断しながら、「見ること」の奥にある思考を探ります。
いつもの世界が、少し違ったかたちで立ち上がってくるかもしれません。 

令和8年度　京都大学大学院人間・環境学研究科公開講座

場所

人間・環境学研究科棟地階大講義室

司会

人間・環境学研究科 准教授　廣戸 聡
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交通機関：乗車地
Ｊ　Ｒ：京 都 駅 前
阪　急：四条河原町
京　阪：四条京阪前
地下鉄：烏丸今出川
京　阪：出町柳駅前
京　阪：神宮丸太町

市バス系統
D2乗り場から206系統

201系統
31系統

201系統

当駅下車北東へ徒歩約20分

　　　　経由・行き先
祇園・北大路バスターミナル
祇園・百万遍
高野・岩倉

百万遍・祇園

下車地

近衛通市 バ  ス  ：   230円
タク シ ー  ：  JR京都駅 か ら 約 30分 

絵画の奥深く ── 遠近法の痕跡をめぐって
絵画をよく観察してみると、私たちはときに、絵具のかたまりの奥にひそむかすか
な下素描や遠近法のガイド線を見出すことがあります。美術史において遠近法は、
空間をまなざし、世界を構築する思考の枠組みとして語られ、用いられてきました。
画面の深部を横切る水平線や垂直線の気配は、画家の構想をどのように語りうるの
でしょうか。フィンセント・ファン・ゴッホの初期作品などを手がかりに、空間構
成の痕跡から作品の成立過程を捉えなおすことを試みたいと思います。

田口 かおり
（たぐち かおり）

専門分野／
　美術史・保存修復学

講演者

吉田 鉄平
（よしだ てっぺい）

専門分野／物性物理学

立木 秀樹
（ついき ひでき）

専門分野／
　フラクタル幾何学
　理論計算機科学

講演者

コメンテーターの紹介

パネルディスカッション

講演２

講演１

コメンテーター

中筋 朋
（なかすじ とも）

専門分野／
　フランス文学・演劇

コメンテーター
デ・アントーニ
アンドレア
専門分野／
　文化人類学・宗教人類学

コメンテーター

セッション３

イマジナリーキューブ ── 影が教える立体のふしぎ
「上から見ると丸、前からは四角、横からは三角」そんな立体は何でしょう？
よくある難しい問題ですが、本講演ではもっとシンプルで奥深い問題を考えます。
３方向すべて正方形に見える立体は何でしょう？
イマジナリーキューブと呼ばれるそうした立体には、フラクタル構造をもち、美し
い影を作るものもあります。影の変化の実演を通してその背後にある単純な法則を
紹介し、それが組合せゲーム理論という異分野と関係していることをお話しします。

セッション２

セッション１


